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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

支
部
は
先
週
２
５
日
、 

１
月
期
の
定
例
窓
口
交
渉
を

行
い
ま
し
た
。
長
中
局
か
ら

は
郵
便
物
な
ど
の
滞
留
状
況

や
退
職
者
続
出
に
伴
う
新
規

の
期
間
雇
用
社
員
の
採
用
状

況
、「
物
流
の
２
０
２
４
問

題
」
に
関
連
し
て
の
服
務
表

見
直
し
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。 

ユ
ニ
オ
ン
か
ら
は
先
週
の

大
雪
の
際
に
行
っ
た
申
し
入

れ
へ
の
回
答
や
ポ
ス
タ
ル
モ

バ
イ
ル
端
末
の
研
修
状
況
、

ヤ
マ
ト
運
輸
と
の
協
業
で
２

月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
る

「
ク
ロ
ネ
コ
ゆ
う
メ
ー
ル
」

取
扱
数
と
対
策
な
ど
を
求
め
、

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。 

 

長
中
局
か
ら 

○
郵
便
物
な
ど
の
滞
留 

１
２
月
２
１
日
に
三
和
集

配
セ
ン
タ
ー
、
１
月
２
４
日

に
第
二
集
配
と
第
三
集
配
で

滞
留
発
生
。
い
ず
れ
も
積
雪

の
た
め
で
、
翌
日
に
解
消
。 

○
超
勤
状
況 

今
繁
忙
期
間
中
の
特
別
条

項
適
用
事
案
は
な
か
っ
た
。

１
２
月
期
は
３
０
時
間
越
え

が
５
８
名
、
最
高
は
４
０
時

間
３
６
分
。
１
２
月
末
ま
で

に
月
平
均
３
０
時
間
越
え
と

な
る
計
２
７
０
時
間
越
え
の

社
員
は
い
な
い 

○
採
用
状
況 

１
月
に
第
二
集
配
で
１
名
。

２
月
に
郵
便
部
で
２
名
採
用
。

郵
便
部
で
は
１
２
月
と
１
月

の
二
か
月
の
間
に
５
名
退
職

し
た
こ
と
の
後
補
充 

ま
た
深
堀
集
配
セ
ン
タ
ー

で
、
２
月
末
ま
で
に
２
名
の

退
職
希
望
者
が
い
る 

元
旦
に
配
布
し
た
募
集
チ

ラ
シ
で
８
名
の
応
募
が
あ
り

面
接
を
行
っ
て
い
る 

ヤ
マ
ト
運
輸
と
の
協
業
に

も
か
か
わ
る
が
、
ヤ
マ
ト
リ

ソ
ー
ス
を
対
象
と
し
た
「
お

仕
事
説
明
会
」
を
開
催
す
る

計
画
で
あ
る 

 

○
ポ
ス
タ
ル
モ
バ
イ
ル
端
末

研
修 １

月
１
９
日
時
点
で
、
全

て
の
対
象
社
員
に
研
修
が
終

了
し
て
い
る
。
ま
た
操
作
に

不
安
を
覚
え
る
社
員
に
は
、

班
長
な
ど
か
ら
適
時
追
加
の

訓
練
を
受
け
る
よ
う
に
し
て

い
る 

 

○
服
務
表
変
更
の
予
定 

「
物
流
２
０
２
４
問
題
」
に

つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
適

用
さ
れ
る
改
善
基
準
告
示
の

見
直
し
の
対
応
で
、
服
務
表

の
変
更
を
検
討
し
て
い
る
。 

 

○
感
染
症
状
況
・
対
策 

 

現
在
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
感

染
者
は
１
名
。
第
１
０
波
と

も
い
わ
れ
て
い
る
状
況
に
あ

る
。
感
染
症
対
策
は
引
き
続

き
行
っ
て
い
く
の
で
組
合
に

も
理
解
と
協
力
を
求
め
る 

 

○
大
雪
時
の
申
し
入
れ
に
対

す
る
回
答
な
ど 

幸
い
、
交
通
機
関
遮
断
と

な
る
ほ
ど
の
大
雪
に
な
ら
な

か
っ
た
の
で
、
申
し
入
れ
ら

れ
た
よ
う
な
対
応
は
と
ら
な

か
っ
た 

ユ
ニ
オ
ン
か
ら 

○
悪
天
候
時
の
対
応 

組
合
）
大
雪
時
に
提
出
し

た
緊
急
の
申
し
入
れ
に
つ
い

て
の
対
応
の
中
で
、「
仮
眠

室
」
の
使
用
に
つ
い
て 

局
）
必
要
な
状
況
で
あ
れ

ば
局
長
の
命
に
よ
り
、
所
属

部
長
の
判
断
と
す
る 

 

組
合)

時
間
帯
に
よ
っ
て

は
所
属
部
長
が
不
在
の
こ
と

も
あ
る
。
そ
の
場
合
の
対
応

は 

 

局)

ま
ず
前
提
と
し
て
、
中

勤
・
夜
勤
者
が
帰
宅
困
難
と

な
ら
な
い
よ
う
に
交
通
機
関

の
状
況
を
確
認
し
て
周
知
す

る
。
所
属
部
長
不
在
の
場
合

は
、
現
場
任
せ
に
せ
ず
、(

夜

勤
帯
の)

責
任
者
が
管
理
者

の
指
示
を
仰
ぐ 

 

組
合)

仮
眠
室
は
非
常
時

に
も(

本
来
の
対
象
者
以
外

に
は)

使
用
さ
せ
な
い
、
と
言

う
こ
と
で
は
な
い
の
か 

 

局)

使
用
出
来
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。
状
況
に

よ
っ
て
判
断
す
る 

＊
使
用
さ
せ
る
と
は
明
言

さ
れ
な
か
っ
た
が
、
必
要
な

場
合
に
使
用
す
る
の
は
や
ぶ

さ
か
で
は
な
い
と
の
感
触
を

得
ま
し
た
。 

○
ポ
ス
タ
ル
モ
バ
イ
ル
端
末

研
修 組

合
）
操
作
に
不
安
を
覚

え
る
社
員
は
い
て
も
、
自
ら

申
し
入
れ
る
社
員
は
少
な
い

と
考
え
る
。
２
９
日
ま
で
に

聞
き
取
り
な
ど
調
査
を
行
い
、

研
修
を
受
け
さ
せ
る
こ
と 

局
）（
研
修
期
間
の
）
時
間

が
な
い
の
で
早
急
に
調
査
を

行
い
対
応
を
行
う 

組
合
）
移
行
日
２
月
１
１

日
は
日
曜
日
で
計
画
担
当
な

ど
詳
し
い
役
職
者
が
不
在
だ
。

ま
た
多
く
の
社
員
が
手
に
す

る
の
は
三
連
休
明
け
で
物
増

日
の
１
３
日
の
火
曜
日
だ
。

操
作
ミ
ス
な
ど
混
乱
も
予
想

さ
れ
る
。
対
策
を
講
じ
る
こ

と 

局
）
丁
寧
に
フ
ォ
ロ
ー
を

行
う 

○
ヤ
マ
ト
運
輸
と
の
協
業 

組
合
）
２
月
１
日
以
降
の

ゆ
う
メ
ー
ル
の
増
加
予
想
。

及
び
増
加
し
た
業
務
量
に
対

し
て
の
対
策
は 

局
）
増
加
数
な
ど
、
後
日

回
答
す
る 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙・ 「みらい」 

ＮＯ．４４１９ 

`24 年1 月３０日（火） 

℡･Fax 095-828-1953 

文責 支部書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        


